	第3回院内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　報告者：川井　さと子

	講義内容：「医療ガスの安全管理について」講師：東邦アセチレン株式会社　大上譲二様

	日　　時：平成19年10月23日（火）17：30～18：30

	場　　所：メンタルケア病棟　メモリアルホール

	内　　容：

・医療ガスの取り扱いと種類

・医療ガスアウトレットの取り扱いと注意点

・酸素ボンベの取り扱いと点検

・酸素ガスの取り扱い上の注意

・アンケート結果：当日参加者67名（参加率42％）

　　　　　　　　アンケート提出者67名（回収率100％）

1． 今回の研修内容について

分かりやすかった･････51名

楽しかった･･･････････6名

難しかった･･･････････10名

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· ボンベの扱い方を実際見れたこと。

· 扱いには十分気をつけること。

· 精神科ではなかなか酸素を使用する事はないが、実際使用するときは、気をつけて使用したい。

· 医療ガスの取り扱い方・注意点など。

· 管理の安全性

· 実際見たことはあるが、なかなか実体験が少ないため、覚えにくい部分があった。

· 「医療ガス」というものに普段触れることがないため、どんなもので、どんな仕組みなのか分からなかったが、理解できた。

· 酸素ボンベは、引かずにおす事、片手で持ってはいけない事。

· 実際に器具を用いて教えてくれたので良かった。順序がよく分かった。

· 可燃性より、支燃性の方が火気厳禁ということ。

· 酸素に油を近づけてはいけない事、パッキンの有無を必ず確認する。

· ガスの種類を間違わない事。

· 職員3名による実技があったのが良かった。

· 事故例の紹介。

· 実際にDVDや現物を見ての研修だったので、とても分かりやすく良かった。

· 気をつけないと事故に至る。
· 酸素の供給残時間の計算について。

	3． 感想

· DVDや資料だけではなく、実技や問題を取り入れていて良かった。

· 取り扱いの注意事項に気を付け使用したい。

· 実際に医療ガスを取り扱う訳ではないが、病棟などで接する機会があるので、最低限取り扱いには注意したい。

· 酸素ボンベの現物が見れて良かったが、最後の問題は難しかった。

· 医療現場での必要性の大きいことを知り、安全かつ有効的に使用することが大切。

· いつでもすぐに酸素ボンベを使用できるように、使い方を勉強しておかなければならないと思った。

· 事故に注意して、取り扱わなければいけないと思った。

· カニューラの燃焼実験のDVDも見てみたいと思った。

· 安全管理しながら、日々の点検をしていく必要がある。

· デモンストレーションは、みんなで囲んで間近で見たほうが勉強になると思った。

· 直接使うことはないが、自分も体験してみたかった。

· 酸素ボンベを普段使う事があるので、勉強になった。

4． 質問事項

· 問題の計算式がわからない。

· 毎日、医療ガスの点検が必要となっているが、どういう項目が必要なのか。

5． 反省点

特になし




